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この「社協コーナー」は共同募金の配分を受けて掲載しています。

　１月 18日（土）に、遺跡の森館で「災害ボランティア体験セミナー」を実施しました。
　社協は災害時に、災害ボランティアセンターを立ち上げて、支援を必要としている被災者とボラン
ティア活動者をつなげる調整役を担っています。
　当日は災害ボランティアに関する講話や災害ボランティアセンターの運営訓練、避難所の段ボール
ベッドの組み立て、濡れた畳の重さを知る体験などを行いました。
　参加者からは、「被災地でのボランティア体験談を聞いたり、災害ボランティア活動体験ができて
よかった」「ボランティアは無理をせずに継続していく事が大切だと分かった」などの声がありました。

　１月 25日（土）に、おうちごはん研究家「母熊」さんを講師に招き、忙しい中でも子どもとの食
事を楽しめるように作り置きできるおかずのポイントを学ぶとともに、子ども自身も調理に興味を持
つことで生活力の向上が図れるよう「おやこ料理教室」を開催しました。
　化学調味料無添加の「コクうまホワイトシチュー」や鍋で炊く「さくら海老と枝豆の炊き込みごはん」
などを調理しました。
　参加した子どもから「普段あまり料理を作らないので、母と一緒におやこ料理教室に参加できてう
れしかった。今度は自
分が仕事で疲れている
母や家族のために作り
たいと思った」などの
感想がありました。お
うちでおいしいごはん
を楽しみましょう。

　１月 29日（水）に、福祉教育として大沢小学校の４年生が「ボッチャ体験会」を行いました。
　ボッチャはパラリンピックの正式種目で、障がいの有無に関係なく、誰でもできるスポーツです。
　社協では町内各小中学校を福祉協力校に指定し、福祉に関する授業の時に講師の派遣調整などをし
ています。今回は大沢地区で活動している団体「ふれあい大沢ささえ隊」
が指導に協力しました。
　ボッチャをするのは初めてという児童もいましたが、すぐにコツをつか
み、楽しみながらも真剣に取り組んでいました。
　最後は、児童と団体が対戦しました。
　世代間交流にもなり、競技を通じていろいろな話題で盛り上がりました。
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 募金をお寄せいただいた皆さま、ありがとうございました

令和7年度　年間保険料
（補償期間：令和7年4月1日～令和8年3月31日）

◆基本プラン　　　　　　３５０円
◆天災・地震補償プラン　５００円
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ボランティア活動保険更新のお知らせ リサイクル事業収集ボランティア実績報告
安心してボランティア活動ができるよう
に、ボランティア活動保険の加入をおす
すめしています。新年度の加入希望者は
手続きをお願いします。

回収実績（R6.4.1～R7.2.1）
①ペットボトルキャップ
　個数：267,460個　　重 量：622㎏
　（世界の子どもへワクチン約62人分）
②コンタクトレンズの空ケース　　　
　�重量：10.61㎏（自動車部品などへリサイク

ルし、売上金を日本アイバンク協会へ寄付）
※�リサイクル事業について詳しく

はこちらをご覧ください⇨

15  令和７年３月


